
 

               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
れ
ま
で
の
参
加
団
体 

 

若
松
第
２
２
区
自
治
会
（
若
松
区
） 

 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

牧
山
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

緑
ヶ
丘
第
二
幼
稚
園
（
八
幡
西
区
） 

 

日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
学
校
（
宗
像
市
） 

 

北
九
州
市
立 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

北
九
州
市
立 

若
松
中
央
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

北
九
州
市
立 

青
葉
小
学
校
（
若
松
区
） 

北
九
州
市
立 

港
が
丘
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

北
九
州
市
立 

中
原
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

 

北
九
州
市
立 

中
井
小
学
校
（
小
倉
北
区
） 

 

北
九
州
市
立 

広
徳
小
学
校
（
小
倉
南
区
） 

 

北
九
州
市
立 

江
川
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

北
九
州
市
立 

藤
松
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

赤
池
町
立 

赤
池
中
学
校
（
田
川
郡
） 

 

北
九
州
市
立 

緑
ヶ
丘
中
学
校
（
門
司
区
） 

 

武
冨
商
店
（
若
松
区
） 

   
 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
リ
サ
イ
ク
ル
の
ご
案
内 

                         

先
月
ま
で
の
空
き
缶
回
収
量 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

先
月
ま
で
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

北
九
州
市
立 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

 

 
空空
きき
缶缶
通通
信信  

２
０
０
４
年 

０
２
月
号 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

 
は
じ
め
ま
し
て
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
三
宅
で
す
。 

 
 こ

の
た
び
は
支
援
（
４
円
）
企
画
に
ご
参
加
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
企
画
開
始
以
来
、
空
き
缶

を
回
収
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
様
も
徐
々
に
増
え

て
き
ま
し
た
。 

  

こ
の
企
画
の
ご
報
告
を
か
ね
ま
し
て
、
毎
月
『
空

き
缶
通
信
』
を
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

工
場
長 

三
宅
憲
一 

１
２
９
０ 

キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

 

  

 

① 

み
な
さ
ん
が
集
め
た
缶
を
回
収
し 

 
 

 

② 

焼
い
て 

 

③ 

丸
め
て 

 
 

 
 

 
 

 

⑤ 

缶
に
戻
り
ま
す 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 

  

④ 

製
鉄
所
へ 

缶 to 缶 
ぜ
ひ
、
施
設
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。 



 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

   

新
た
な
参
加
団
体 

 

 

北
九
州
市
立 

高
須
中
学
校
（
若
松
区
） 

 

北
九
州
市
立 

向
洋
中
学
校
（
若
松
区
） 

 

高
須
東
１
丁
目
町
内
会
（
若
松
区
） 

 

井
堀
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

 

慶
成
高
等
学
校
・
秀
櫻
館
（
小
倉
北
区
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上
６
団
体 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

   

先
月
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

 

 
 
 

   
 

  

 

 
 は

じ
め
ま
し
て
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
山
崎
で
す
。 

日
増
し
に
暖
か
く
な
り
、
気
持
ち
の
よ
い
日
が
続
き
ま

す
ね
。
空
き
缶
通
信
も
今
回
で
２
回
目
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
よ
り
、
ご
参
加
頂
い
て
お
り
ま
す
団
体
さ
ん
の

ご
紹
介
や
、
空
き
缶
回
収
に
あ
た
っ
て
の
活
動
内
容
を

少
し
ず
つ
お
伝
え
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
み
な
さ
ん
が
集
め
て
頂
い
た
空
き
缶
を
収
集

運
搬
し
て
い
た
だ
い
て
い
る 

北
九
州
グ
リ
ー
ン
清
掃 

の
方
も
ご
紹
介
し
ま
す
。 

３
８
０ 

キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

北
九
州
市
立 

青
葉
小
学
校
（
若
松
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

山
崎 

恭
子  

総
務
・
受
付
担
当 

赤
崎
小
学
校 

（
若
松
区
） 

 

１
月
度
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
赤
崎
小

学
校
へ
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
生
徒
全
員

が
、
空
き
缶
の
回
収
を
行
う
こ
と
で
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
体
験
中
。
こ
の
取
り
組
み

が
、
保
護
者
の
方
や
地
域
へ
と
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。 

 
 

 
 

    
 

回
収
ボ
ッ
ク
ス
も
一
風
変
わ
っ
て
お
り
、
捨

て
る
予
定
だ
っ
た
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
横
に
倒

し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
空
き
缶
リ
サ

イ
ク
ル
の
写
真
を
パ
ネ
ル
化
す
る
予
定
で
す
。 

空空
きき
缶缶
通通
信信  

２
０
０
４
年 

 

０
３
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ Vol.2 

 

 

北
九
州
グ
リ
ー
ン
清
掃(

収
集
・
運
搬) 

 
 

    

 
(左)パッカー車  (右) ダンプ車 

こ
ん
に
ち
は
！ 

小
野
田
で
す
。 

空
き
缶
収
集
の
時
に
活
躍
す
る
車
を
写

真
で
紹
介
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
が
集
め
た

空
き
缶
を
大
切
に
運
び
ま
す
。 

は
じ
め
ま
し
て
！ 

原
田
で
す
。 

皆
さ
ん
と
一
緒
に
き
れ
い
な 

ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
元
気
が
モ
ッ
ト
ー
で

す
。
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 



 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

 

 
 
 

 
 

 
 

来
月
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

  
 

  

 

 

１
４
６
０ 

キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

北
九
州
市
立 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

２
度
目
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
す
☆ 

深
津 

伸
哉 

営
業
担
当 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
４
年 

 

０
４
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ Vol.3 

 

 

星
ケ
丘
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

本
城
イ
ー
ス
ト
子
ど
も
会
（
八
幡
西
区
） 

北
九
州
市
立 

東
郷
中
学
校
（
門
司
区
） 

鞘
ケ
谷
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
戸
畑
区
） 

以
上
４
団
体 

若
松
区
第
２
２
区
自
治
会
（
若
松
区
） 

 

支
援
企
画
で
最
初
の
参
加
団
体
さ
ん
で
す
。 

 

若
松
区
第
２
２
区
は
、
洞
海
湾
を
見
下
ろ
す
高

台
に
位
置
し
、
湾
の
向
こ
う
岸
に
は
新
日
鉄
八
幡

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

      
昨
年
夏
、
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
工
場
見
学
を
し
た
際
に
こ

の
企
画
を
知
り
参
加
。
昨
年
の
１
１
月
か
ら
は
、

市
か
ら
無
料
で
貸
し
出
さ
れ
た
倉
庫
を
事
務
所

横
に
設
置
し
、
全
２
８
組
、
約
５
０
０
世
帯
の
住

民
の
方
々
の
空
き
缶
集
積
場
所
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 は
じ
め
ま
し
て
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
深
津
で
す
。 

空
き
缶
回
収
活
動
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

と
一
番
会
う
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
が
入
学
し
て
、
も
う
２
週
間
が
経

ち
ま
し
た
。
上
級
生
の
み
な
さ
ん
も
、
あ
ら
た
な
気
分
で

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。 

 

勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
と
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

 

中
井
小
学
校(

小
倉
北
区) 

１
つ
の
教
室
を
『
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ム
』
な
る

部
屋
と
し
、
空
き
缶
や
他
の
資
源
物
の
回
収
場
所

と
し
て
使
用
。
廊
下
側
に
あ
る
恐
竜
の
口
か
ら
缶

を
入
れ
る
と
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
道
を
伝
わ

り
、
空
き
缶
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
と
落
ち
て
た
ま
り

ま
す
。
入
口
に
、
磁
石
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
、

ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
を
選
別
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

      

全
校
生
徒
で
空
き
缶
回
収
と
プ
ル
タ
ブ
集
め

を
並
行
し
て
行
っ
て
お
り
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
に
積
極
的
な
学
校
で
す
。 

回収ボックスへ 

スチールザウルスくんへ 
缶をいれる 

 

 

 

 



 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 
 は

じ
め
ま
し
て
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
井
上
で
す
。 

 

青
空
の
下
、
今
年
も
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

受
付
窓
口
の
上
で
ツ

バ
メ
が
巣
を
作
り
ま
し
た
。
来
月
に
は
ヒ
ナ
の
鳴
き

声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。 

見
学
に
来
ら
れ
た
際
は
、
巣
を
そ
っ
と
覗
い
て
み

て
下
さ
い
ね
。 

 

支
援
企
画
を
始
め
て
９
ヶ
月
が
経
ち
、
ご
参
加
頂

い
て
い
る
団
体
数
も
２
８
団
体
に
増
え
ま
し
た
。
空

き
缶
回
収
量
も
グ
ン
と
増
え
て
き
ま
し
た
の
で
、
今

月
号
よ
り
空
き
缶
回
収
量
ベ
ス
ト
３
の
発
表
を
始
め

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
４
年 

 

０
５
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ Vol.4 

８
９
０ 

キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

 

藤
松
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

小
学
校
５
年
生
の
生
徒
さ
ん
が
、
環
境
教
育
の
１

つ
と
し
て
空
き
缶
回
収
に
取
り
組
み
始
め
て
、
早
４

ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

     

写
真
に
あ
る
よ
う
に
、
校
長
室
や
各
教
室
の
名
札

が
絵
で
描
か
れ
て
い
る
と
い
っ
た
大
変
ユ
ニ
ー
ク

な
学
校
で
、
休
み
時
間
に
は
、
生
徒
さ
ん
が
校
長
室

を
訪
れ
る
な
ど
、
先
生
が
生
徒
さ
ん
に
慕
わ
れ
て
い

る
の
が
す
ご
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

空
き
缶
の
回
収
に
伺
っ
た
時
に
は
、
回
収
風
景
を

生
徒
さ
ん
が
見
学
し
た
り
、
一
緒
に
回
収
を
お
こ
な

っ
た
り
と
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
校長室の名札 

回 収 風 景 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会(

小
倉
北
区) 

 

昨
年
の
９
月
よ
り
企
画
参
加
。
区
内
２
５
町
内

会
、
２
０
７
４
世
帯
の
住
民
の
空
き
缶
集
積
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

    

昨
年
よ
り
、
北
九
州
市
内
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
中
か
ら
、
「
健
康
づ
く
り
」
の
モ
デ
ル
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
資
源
物(

空
き
缶
以
外
に
も
、
古
紙
・

発
泡
ト
レ
イ
・
牛
乳
パ
ッ
ク)

の
回
収
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
が
足
を
運
ぶ
こ
と
で
外
出
す
る
機
会
が

増
え
、
資
源
物
回
収
が
健
康
づ
く
り
に
一
役
か
っ
て

い
ま
す
。 

 

 
～協議会自作～ 
集積用 木箱 

建屋外観 

井
上 

雅
代 

総
務
・
経
理
担
当 

北
九
州
市
立 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

井
堀
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

  

 

三
井
ハ
イ
テ
ッ
ク
青
雲
寮
（
八
幡
西
区
） 

 

 
  



 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

新
た
な
参
加
団
体 

 

 
 

 

  

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
４
年 

 

０
６
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ Vol.5 

９
２
０ 

キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

高
須
東
１
丁
目
町
内
会
（
若
松
区
） 

三
井
ハ
イ
テ
ッ
ク
青
雲
寮
（
八
幡
西
区
） 

 

 

マ
ン
シ
ョ
ン
・
ミ
モ
ザ
（
若
松
区
） 

エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー 

 

エ
コ
タ
ウ
ン
企
業
の
情
報
発
信
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
安
全

に
工
場
・
研
究
施
設
の
見
学
案
内
が
で
き
る
よ
う

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
の
中
で
は
、
環
境
に
携
わ
っ
て
い
る

企
業
の
展
示
や
、
こ
ど
も
の
環
境
学
習
コ
ー
ナ
ー

な
ど
の
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

      

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」 

 

１
人
で
も
多
く
の
方
に
エ
コ
タ
ウ
ン
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
個
人
で
も
参
加
で
き
る
エ
コ

タ
ウ
ン
内
工
場
見
学
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

(

お
問
合
せ
先) 

０
９
３
―
７
５
２
―
２
８
８
１ 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
工
場
見
学 

 

 

５
月
２
７
日
（
木
）
に
、
曽
根
小
学
校
４
年
生 

１
３
５
名
が
工
場
見
学
を
行
な
い
ま
し
た
。
エ
コ
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
方
々
と
連
携
を
取
り
、
通
常
見
学

と
は
違
っ
た
コ
ー
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。 

     

全
員
に
、
空
き
缶
が
転
が
り
な
が
ら
焼
か
れ
る
様

子
や
、
製
品
が
出
て
く
る
様
子
を
見
て
も
ら
い
ま
し

た
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
場
を
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
い
、
ま
た
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
で
、 

 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
し
て
も
見
学
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。 

 

 
センター外観 

センター内 

組分けして 

順次工場の中へ 

燃焼炉の中を 

見る生徒さん 

  

 

 は
じ
め
ま
し
て
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
武
冨
で
す
。 

空
き
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
程
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
を
、 

４
４
０
℃ 

～ 

５
０
０
℃
で
焼
き 

約
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
粒
に
す
る
仕
事
で
す
。 

 

先
日
、
曽
根
小
学
校
（
小
倉
南
区
）
４
年
生
の
工
場
見
学

が
あ
り
ま
し
た
。 

元
気
一
杯
な
子
供
た
ち
の
姿
を
見
て
、
晴
々
と
し
た 

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。（
自
分
の
子
供
と
同
学
年
で
す
。
） 

 

今
月
号
は
、
工
場
内
見
学
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

ペ
レ
ッ
ト
製
造
担
当 

武
冨 

進 

 

 



 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

  

新
た
な
参
加
団
体 

 

 
 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

   

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

 
 は

じ
め
ま
し
て
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
藤
本
で
す
。 

 

コ
ー
ヒ
ー
缶
（
ス
チ
ー
ル
缶
）
や 

ビ
ー
ル
缶
（
ア
ル
ミ
缶
）
を 

素
材
ご
と
に
選
別
し 

リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
形
に 

加
工
す
る
工
程
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

  

夏
真
っ
盛
り
と
な
り
、
セ
ミ
の
鳴
き
声
で
起
こ
さ
れ

る
毎
日
で
す
。
暑
さ
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 
 

今
月
号
は
、
当
社
で
新
し
く
取
り
組
む
『
空
き
缶
基

金
』
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
る
支
援
企
画
と
密
接
に
関
係

し
て
い
ま
す
。 

１
６
１
０ 

キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

北
九
州
市
立 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

井
堀
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 藤

本 

史
朗 

選
別
リ
サ
イ
ク
ル
担
当 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
４
年 

 

０
７
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
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暁
の
鐘
学
園
（
若
松
区
） 

西
日
本
総
合
展
示
場 

清
掃
部
（
小
倉
北
区
） 

小
倉
南
高
等
学
校
（
小
倉
南
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

 

愛
グ
ル
ー
プ
（
６
社
） 

 

小
玉
商
店
㈱ 

 

 

 

現
在
、
皆
さ
ん
が
活
動
さ
れ
て
い
る 

『
支
援
（
４
円
）
企
画
』
と
、『
空
き
缶
基
金
』
を 

含
め
た
取
組
み
が
、 

【
北
九
州
市
環
境
未
来
技
術
開
発
助
成
事
業
】 

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
認
定
で
あ
り
、 

社
員
一
同
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
ま
す
ま
す
地
域
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
目
指 

し
て
い
き
ま
す
の
で
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

空
き
缶
基
金
の
仕
組
み 

 
 

 

 

空き缶基金空き缶基金空き缶基金  

① 缶の提供 

(募缶) 

地元企業、商店街 

工場、公共施設 など 

支援(4 円)企画  

参加小学校へ 

③ 環境学習用 

備品の提供  

 

② 積立て 

(募缶分を換金) 

 

 

以
上
６
団
体 

＊
「
募
缶
」
を
し
て
い
た
だ
く
方
々
の
ご
協
力
で

積
み
立
て
た
【
基
金
】
を
、
小
学
校
へ
の
備
品

購
入
資
金
へ
と
お
役
立
て
し
ま
す
。 

 

＊
空
き
缶
基
金
へ
の
参
加
団
体
に
は
、 

 
 

 

マ
ー
ク
を
付
け
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 



 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

   

新
た
な
参
加
団
体 

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

   

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 
 

     
 

 

 

 
 は

じ
め
ま
し
て
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
谷
口
で
す
。 

 

ス
チ
ー
ル
缶
・
ア
ル
ミ
缶
を
焼
き
、
粒
に
し
て
再
利

用
し
や
す
い
形
に
す
る
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
無

駄
な
く
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

 

海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ
と
い
っ
た
楽
し
い 

夏
休
み
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、
新
学
期
も 

元
気
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

  

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
難
し
く
考
え
ず
に
、
身
近
な
も

の
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

『
一
般
ご
み
』
と
『
資
源
ご
み
』（
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル 

な
ど
）
を
別
々
の
袋
に
入
れ
る
だ
け
で
す
。 

 

環
境
へ
の
取
組
み
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 
 

１
６
７
０ 

キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

西
日
本
総
合
展
示
場 

清
掃
部
（
小
倉
北
区
） 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

谷
口 

幸
雄 

ペ
レ
ッ
ト
製
造
担
当 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
４
年 

 

０
８
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
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本
城
東
自
治
区
会 

第
６
町
会
（
八
幡
西
区
） 

小
森
江
東
小
学
校 

（
門
司
区
） 

鶴
丸
海
運
（
株
） 

Ｊ
Ｔ
Ｂ 

福
岡
支
店 

累
計 

: 

４
０
団
体 

 
 

 

 
 

 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

大
谷
の
町
は
、
河
川
の
な
い
土
地
柄
で
は
あ
り
ま

す
が
、
近
場
に
あ
る
菅
原
神
社
内
に
、
各
地
の
人
が

汲
み
に
来
る
ほ
ど
の
名
水
が
で
て
い
ま
す
。 

 

町
の
中
心
部
に
あ
る
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
の 

屋
外
に
、
空
き
缶
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
町
内

２
５
０
０
世
帯
の
空
き
缶
集
積
場
所
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 

  
 

  

セ
ン
タ
ー
で
は
、
祭
り
（
あ
や
め
祭
り
・
夏
祭
り
）

の
主
催
や
清
掃
活
動
を
実
施
し
、
ま
た
美
化
活
動
と

し
て
は
、
地
域
住
民
と
職
員
が
協
力
し
、
あ
や
め
公

園
に
て
、
雑
草
取
り
作
業
を
１
ヶ
月
に
１
度
実
施

（
夏
冬
除
き
８
ヶ
月
間
）
。
空
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル
を

含
め
環
境
へ
の
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

若
松
区
み
な
と
祭
り
（
７
／
３
０
～
８
／
１
） 

 

若
松
区
の
「
久
岐
の
浜
」
に
て
開
催
さ
れ
、
実
行

委
員
会
の
協
力
を
得
て
、
空
き
缶
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

期
間
中
設
置
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

     

 

カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
お
い
て
、
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
営
業
担
当

の
深
津
が
、
浴
衣
姿
で
参
加
。
歌
の
披
露
と
空
き
缶

回
収
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

来
年
も
参
加
し
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

 

メインステージ横 

 ボックス設置風景 

カラオケ大会にて 

 

 

 

ボックス設置風景 

センター外観 



 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

   
 

  

新
た
な
参
加
団
体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

   

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 
 は

じ
め
ま
し
て
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
大
多
和
で
す
。 

 

 

夕
方
に
な
る
と
草
む
ら
か
ら
コ
オ
ロ
ギ
が
鳴
き
始

め
、
す
っ
か
り
秋
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

 

耳
を
澄
ま
せ
ば
、
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
工
場
内
で
も
合
唱
し
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
所
で
、
秋
を
見
つ
け
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 

「
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
、
分
け
れ
ば
資
源
」 

 

使
え
る
も
の
で
も
、
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
す
る
と 

『
ゴ
ミ
』
に
な
り
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
分
別
に
協
力
し
、
資
源
の
有
効
活
用
を 

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

 
 

２
２
５
０ 

キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

北
九
州
市
立 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

本
城
団
地
長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

大
多
和 

真
輔 

ペ
レ
ッ
ト
製
造
担
当 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
４
年 

 

０
９
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
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大
石
塗
装
株
式
会
社
（
八
幡
東
区
） 

浅
生
フ
ァ
イ
ン
通
り
組
合
（
戸
畑
区
） 

累
計
４
２
団
体 

 
 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

 

長
寿
会
の
会
員
５
１
名
が
、
地
域
社
会
や
環
境

へ
ど
う
貢
献
す
る
か
、
ま
た
、
様
々
な
活
動
に
お

い
て
、『
静
』
か
ら
『
動
』
の
状
態
へ
変
換
す
る
た

め
の
き
っ
か
け
作
り
に
、
空
き
缶
回
収
活
動
を
始

め
ま
し
た
。 

 

長
寿
会
の
方
々
が
、
団
地
住
民
へ
協
力
を
募
り
、

２
８
棟
、
約
１
３
０
０
世
帯
（
８
町
会
）
を
対
象

に
、
活
動
を
普
及
中
で
す
。 

      

月
に
１
度
、
本
城
東
公
園
の
清
掃
（
女
性
陣
）
、

柳
原
自
治
区
通
路
の
清
掃
・
廃
品
回
収
（
男
性
陣
）

を
行
い
、
地
域
活
動
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

 
 中

原
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

 

児
童
会
が
中
心
と
な
り
、
２
７
３
人
の
全
校
生
徒

へ
呼
び
か
け
、
空
き
缶
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

     

社
会
科
に
て
、
教
材
に
よ
る
学
習
・
工
場
見
学
（
低

学
年
）
を
実
施
。
学
習
の
成
果
と
し
て
、
高
学
年
に

な
る
に
つ
れ
て
様
々
な
活
動
へ
と
展
開
し
て
い
ま

す
。 

 

給
食
の
際
に
発
生
す
る
野
菜
残
さ
を
堆
肥
化
し

た
り
（
４
年
生
）
、
新
日
鉄
八
幡
の
見
学
や
空
き
缶

回
収
活
動
を
通
じ
て
、
鉄
を
資
源
と
す
る
工
業
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
５
年
生
）。 

 

 

 

 
空き缶集積場所 

本城団地 外観 回 収 風 景 

ボックス設置状況 



 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

新
た
な
参
加
団
体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

   

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

   

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

   
 

 

 

 

２
７
７
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

西
日
本
総
合
展
示
場 

清
掃
部
（
小
倉
北
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

  

池
尻 

道
典 

選
別
リ
サ
イ
ク
ル
担
当 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
４
年 

 

１
０
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
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３
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５
２
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０
３
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自
悠
茶
論
皿
倉
（
八
幡
東
区
） 

藤
木
小
学
校
（
若
松
区
） 

本
城
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
西
区
） 

あ
や
め
が
丘
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

修
多
羅
小
学
校
（
若
松
区
） 

門
司
中
央
小
学
校
（
門
司
区
） 

花
房
小
学
校 

安
屋
分
校
（
若
松
区
） 

赤
坂
小
学
校
（
八
幡
西
区
） 

三
井
鉱
山
㈱ 

北
九
州
事
業
所
（
若
松
区
） 

大
東
興
業
㈱
（
若
松
区
） 

以
上
５
２
団
体 

 

 

江
川
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

北
九
州
市
で
も
指
折
り
の
広
い
校
区
を
持
ち
、
校

区
内
に
、
玄
海
国
定
公
園
を
含
む
自
然
豊
か
な
学
校

で
す
。 

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
を
守
る
た
め
、
全

校
生
徒
２
４
７
名
が
一
丸
と
な
っ
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

       

各
種
環
境
学
習
と
の
関
連
の
中
で
、
生
徒
が
、「
空

き
缶
回
収
活
動
」
や
「
岩
屋
海
岸
の
清
掃
」
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意
識
が
日
増
し
に

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

若
松
中
央
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

文
化
・
商
業
に
お
け
る
若
松
区
の
中
心
地
域
に
位

置
し
て
お
り
、
周
辺
に
は
、
高
塔
山
や
公
園
な
ど
豊

か
な
自
然
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。 

      
 

空
き
缶
の
回
収
活
動
の
み
で
な
く
、
空
き
缶
を
海

な
ど
に
捨
て
た
場
合
の
環
境
汚
染
に
関
す
る
学 

習
な
ど
、
多
角
的
な
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

田
植
え
・
稲
刈
り
（
５
年
生
）
、
高
齢
者
と
の
交

流
な
ど
、
地
域
と
密
接
に
か
か
わ
る
活
動
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 
岩 屋 海 岸 ボックス設置風景 

 

 
小 学 校 外 観 

 
小 学 校 外 観 

は
じ
め
ま
し
て
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
池
尻
で
す
。 

 

空
き
缶
を
選
別
す
る
機
械
の
運
転
と
び
ん
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
選
別
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

 

毎
日
コ
ス
モ
ス
街
道
の
コ
ス
モ
ス
畑
を 

横
目
に
通
勤
し
て
い
ま
す
。 

  

廃
棄
物
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、 

工
場
見
学
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
、 

『
頑
張
っ
て
下
さ
い
』
と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
る 

の
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 



              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

   

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

   

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

   
 

 

 

 

 

３
０
２
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

西
日
本
総
合
展
示
場 

清
掃
部
（
小
倉
北
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

福
田 

博 

ペ
レ
ッ
ト
製
造
担
当 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
４
年 

 

１
１
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ Vol.10 

や
ま
び
こ
学
園
（
小
倉
南
区
） 

帝
電
設
株
式
会
社
（
八
幡
東
区
） 

戸
畑
中
央
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

西
小
倉
小
学
校
（
小
倉
北
区
） 

エ
ス
カ
ル
戸
畑 

海
員
会
館
（
戸
畑
区
） 

ハ
ー
ベ
ス
ト
赤
崎
Ｓ
・
Ｓ
（
若
松
区
） 

北
九
州
グ
リ
ー
ン
清
掃
㈱
（
若
松
区
） 

㈱
樫
本
商
店
（
若
松
区
） 

㈱
Ｕ
Ｅ
Ｘ 

九
州
支
店
（
若
松
区
） 

㈱
花
岡
商
店
（
若
松
区
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

累
計 

６
２
団
体 

 
 

 

 

は
じ
め
ま
し
て
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
福
田
で
す
。 

 

ア
ル
ミ
と
ス
チ
ー
ル
の
製
品
を
、
袋
に
入
れ
た
り
、 

缶
の
搬
入
・
製
品
の
出
荷
な
ど 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

 

山
を
見
る
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に 

紅
葉
が
見
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

後
１
ヶ
月
も
す
る
と
冬
休
み
で
す
が
、 

寒
く
な
る
の
で
、
風
邪
を
ひ
か
な
い 

よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

青
葉
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

若
松
区
西
部
の
青
葉
台
に
位
置
し
、
生
徒
数 

１
０
９
５
人
の
全
国
で
も
有
数
の
大
規
模
校
で
す
。 

 

平
成
１
５
年
か
ら
「
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
地
球

に
や
さ
し
い
学
校
」
を
目
標
に
掲
げ
、
様
々
な
環
境
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

       

総
合
学
習
「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
青
葉
」
に
て
、

生
徒
が
課
題
を
見
つ
け
、
そ
の
解
決
方
法
を
考
え
た

り
、
実
践
す
る
学
習
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。（
５
年
生
） 

 

他
に
も
、
全
校
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
（
毎
学
期
１
回
）
や
、

リ
サ
イ
ク
ル
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
空
き
缶
回
収

を
始
め
、
古
紙
な
ど
の
回
収
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

起
業
祭
（
十
一
月
五 

～ 

七
日
） 

 

八
幡
東
区
大
谷
球
場
周
辺
で
、
毎
年
恒
例
の
起
業

祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

新
日
鐵
八
幡
さ
ん
の
ブ
ー
ス
を
間
借
り
す
る
形

で
、
当
社
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
も
初
参
加
。
空
き
缶
回
収
関
連

を
展
示
し
ま
し
た
。 

     

他
に
も
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
（
表
彰
式
・
鉄
製
品
の

発
想
な
ど
）
を
実
施
。 

詳
細
は
、
１
２
月
１
０
日
発
行
の
増
刊
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

 

 
 学 校 外 観 

ボックス設置風景 

展 示 風 景 

 
展示ブース内 



              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   新
た
な
参
加
団
体 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

    

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

   

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

   
 

 

 

 

 

３
３
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！  

 

戸
畑
中
央
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

西
日
本
総
合
展
示
場 

清
掃
部
（
小
倉
北
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
４
年 

 

１
２
月
号 

 

発
行
所 
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Ｒ
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２
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地
域
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
よ
り
ど
こ
ろ
」（
若
松
区
） 

竹
藤
開
発
工
業
㈱
（
若
松
区
） 

黒
崎
中
学
校
（
八
幡
西
区
） 

二
島
小
学
校
（
若
松
区
） 

㈲
カ
ワ
ハ
ラ
通
信
（
若
松
区
） 

平
和
商
事
㈱
（
若
松
区
） 

㈲
興
和
鉄
工
所
（
若
松
区
） 

㈲
越
元
機
工
（
若
松
区
） 

水
口
工
業
㈱
（
若
松
区
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

累
計 

７
１
団
体 

 
 

は
じ
め
ま
し
て
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
藤
田
で
す
。 

 

ラ
ジ
オ
か
ら
は
ク
リ
ス
マ
ス
特
集
が
流
れ
、
近
所
の
公
民

館
に
大
き
な
門
松
が
置
か
れ
た
り
と
、
徐
々
に
年
末
が
近
づ

い
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。 

 
 

 

半
年
前
に
始
め
た
パ
ソ
コ
ン
も 

徐
々
に
慣
れ
て
き
て
、
最
近
で
は 

デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
写
真
を
使
っ
て
、 

は
が
き
や
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
に 

凝
っ
て
い
ま
す
。 

  

ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
と
楽
し
み
が
続
き
ま
す
が
、
風
邪

を
ひ
か
ず
、
新
年
を
元
気
に
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 
 

 

 

 

深
町
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

昇
降
口
（
現
在
未
使
用
）
の
角
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
。
全
校
生
徒
４
１
９
名
全
員
が
、
空
き
缶
を
持
ち

寄
り
、
ボ
ッ
ク
ス
の
中
へ
入
れ
て
い
ま
す
。 

     

近
く
を
流
れ
る
栄
盛
川
や
公
園
に
空
き
缶
等
が
散

ら
か
っ
て
い
る
の
を
見
て
か
ら
、
「
物
を
散
ら
か
さ
な

い
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
美
化
活
動
や
資
源
回
収
活
動

へ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
環
境
学
習
と
し
て
、
エ
コ
タ
ウ
ン
を
見
学
し

た
り
（
３
年
生
）、
他
の
様
々
な
学
習
や
地
域
活
動
（
地

域
の
方
々
と
の
運
動
や
行
事
）
へ
、
意
欲
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。 

牧
山
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

牧
山
東
地
区
は
、
天
籟
寺
川
を
挟
ん
で
、
平
地
と
丘

陵
地
と
で
地
域
が
２
分
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
川
沿
い
に
セ
ン
タ
ー
が
立
地
し
て
お
り
、
約
１

５
０
０
世
帯
の
方
々
が
空
き
缶
集
積
場
所
と
し
て
利

用
。
缶
を
カ
ゴ
へ
、
一
杯
に
な
っ
た
段
階
で
、
袋
を
倉

庫
へ
移
し
変
え
て
保
管
し
て
い
ま
す
。 

     

 

古
紙
の
回
収
量
は
、
市
内
の
団
体
と
し
て
１
０
指
に

入
る
ほ
ど
で
あ
り
、
空
き
缶
も
本
格
回
収
を
目
指
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
河
川
清
掃
と
い

っ
た
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
意
欲
も
高
く
、
地

域
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 

 
 

 

集積用のカゴ 

センター外観 

藤
田 

輝
実 

ペ
レ
ッ
ト
製
造
担
当 

校 舎 外 観 

回収ボックス 

設置風景 

 
 

 

 

て
ん
ら
い
じ 



           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           

      
 

  
 

   

空空
きき
缶缶
通通
信信 

 

 

空
き
缶
回
収
へ
の
ご
参
加
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
奥
田
で
す
。
日
を
追
う
ご
と
に
参
加
団
体

さ
ん
も
増
え
て
お
り
、
地
元
企
業
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
て
き
た
か
な
、
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

  

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
、
㈱
ヤ
マ
ゼ
ン
（
三
重
県
）
の
子
会
社

と
し
て
平
成
１
５
年
４
月
に
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ご
紹
介
を
少
々･

･･
。 

㈱
ヤ
マ
ゼ
ン
（
廃
棄
物
を
何
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
） 

㈱
エ
コ
パ
レ
ッ
ト
滋
賀
（
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

か
ら
パ
レ
ッ
ト
を
製
造
） 

㈱
埼
玉
ヤ
マ
ゼ
ン
（
焼
却
灰
か
ら
人
口
砂
を
製
造
） 

 

 

今
後
も
こ
の
北
九
州
の
地
に
お
い
て
、
ヤ
マ
ゼ
ン
グ

ル
ー
プ
で
の
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
事
業
展
開

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
至
ら
な
い
点
が

多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
施
設
運
営
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
宜
し 

 

く
お
願
い
し
ま
す
。 

社
長  

奥
田 

貴
光  

２
０
０
４
年 

 

冬
季
増
刊
号 

 
 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
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●
表
彰
式
（
会
場
ブ
ー
ス
前
） 

起
業
祭
期
間
中
、
新
日
鉄
八
幡
さ
ん
主
催
に
て 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
空
き
缶
回
収
に
取
り
組
む
団
体
さ
ん
を 

対
象
に
、
表
彰
式
を
行
な
い
ま
し
た
。 

「
ア
イ
デ
ア
」・「
回
収
量
」・「
取
組
み
状
況
」
の
項
目 

に
関
し
て
、
新
日
鐵
八
幡
さ
ん
と
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
で
審
議

し
、
表
彰
す
る
団
体
さ
ん
を
決
定
。 

 

表
彰
を
受
け
た
団
体
さ
ん
は
、 

・
赤
崎
小
学
校
（
学
校
部
門
） 

・
中
原
小
学
校
（
学
校
部
門
） 

・
本
城
団
地 

長
寿
会
（
一
般
部
門
） 

・
中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
一
般
部
門
） 

の
４
団
体
。
各
団
体
の
担
当
者
が
、
新
日
鐵
八
幡
の
部
長 

さ
ん
か
ら
賞
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
み
で
な

く
、
立
ち
寄
っ
た
お
客
さ
ん
か
ら
も
拍
手
を
い
た
だ
き
、

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
心
温
ま
る
表
彰
式
と
な

り
ま
し
た
。 

 
 

 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
し
て
も
、
こ
う
い
っ
た
形
で
団
体
さ
ん
の

貢
献
度
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
思

い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
い
っ
た
機
会
を
企
画
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。 

○ 

起 

業 

祭 (

会
場 

大
谷
体
育
館
前) 

 

開
催
期
間
中
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
で
、
今
年
の
来

場
者
数
は
、
６
０
万
人
を
越
え
る
盛
況
ぶ
り
と
な
り
ま
し

た
。 

 

当
社
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
も
新
日
鉄
八
幡
さ
ん
の
テ
ン
ト
内
外
に

お
い
て
、
空
き
缶
回
収
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

テ
ン
ト
内
で
は
パ
ネ
ル
展
示
等
を
行
な
い
、
ま
た
、
屋
外

で
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
に
来
ら

れ
た
お
客
さ
ん
に
、
飲
料
済
み
の
缶
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 
 
 

      

そ
の
他
に
も
、
同
テ
ン
ト
内
に
て
、
子
ど
も
さ
ん
た
ち
に 

鉄
か
ら
で
き
る
製
品
を
絵
に
描
い
て
も
ら
い
展
示
。
テ
ン
ト

が
絵
で
一
杯
に
な
る
ほ
ど
様
々
な
発
想
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

・
透
明
な
鉄
で
コ
ッ
プ
や
鏡
を
つ
く
る 

 

・
薄
い
鉄
の
下
敷
き 

 

・
サ
ッ
カ
ー
の
練
習 

が
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト 

 

・ 

 

・
野
球
の
ベ
ー
ス 

 

・
自
分
の
お
家 

 

な
ど
な
ど
約
１
５
０
作
品
。  

 

 

 

会 場 風 景 

展示ブース内 

 

 

↑
赤
崎
小
学
校 

↓
中
原
小
学
校 

↑
中
島
校
区 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

↑
本
城
団
地 

 
 

 

長
寿
会 

北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
で
は
、
エ

コ
タ
ウ
ン
エ
リ
ア
全
体
で
高
い
レ
ベ
ル

の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
確
立
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
い

う
の
は
、
簡
単
に
言
う
と
『
ご
み
を
な

く
す
』
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
エ
コ
タ
ウ
ン
企
業
同

士
の
相
互
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
Ｋ

Ａ
Ｒ
Ｓ
も
そ
れ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

絵の展示風景 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
エ
コ
タ
ウ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

北九州エコエナジー㈱ 

（ごみ発電設備） 

 
■出資 

  新日鐵  34% 

■処理能力 

  160ｔ/日×２基 

  １基ずつを交互運転 
120ｔのｶｰｼｭﾚｯﾀﾞｰ、40ｔの 
その他ごみ を燃料に充てる 

ＫＡＲＳ 

日本環境安全事業㈱ 

（PCB 処理設備） 

 
■出資 国 100％ 

■処理能力 0.5ｔ/日 

     （PCB 分解量） 

■12/18 開所式 

西日本ＰＥＴボト

ルリサイクル㈱ 

 

 

㈱西日本ペーパー

リサイクル 

 

 

受電開始 

可燃ごみ 

再生油 

（調整中） 
使用済み 

フレコン 

古紙 

ダンボール 

来年１/27 



           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
 

【
学
校
】 

 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

若
松
中
央
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

港
が
丘
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

緑
ヶ
丘
中
学
校
（
門
司
区
） 

 

中
原
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

 

中
井
小
学
校
（
小
倉
北
区
） 

 

広
徳
小
学
校
（
小
倉
南
区
） 

 

江
川
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

藤
松
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

赤
池
中
学
校
（
田
川
郡
） 

 

青
葉
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

高
須
中
学
校
（
若
松
区
） 

 

向
洋
中
学
校
（
若
松
区
） 

 

深
町
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

慶
成
高
校
・
秀
櫻
館
（
小
倉
北
区
） 

 

東
郷
中
学
校
（
門
司
区
） 

 

小
倉
南
高
校
（
小
倉
南
区
） 

 

小
森
江
東
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

藤
木
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

あ
や
め
が
丘
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

 

門
司
中
央
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

花
房
小
学
校 

安
屋
分
校
（
若
松
区
） 

赤
坂
小
学
校
（
八
幡
西
区
） 

戸
畑
中
央
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

西
小
倉
小
学
校
（
小
倉
北
区
） 

修
多
羅
小
学
校
（
若
松
区
） 

黒
崎
中
学
校
（
八
幡
西
区
） 

【
一
般
団
体
】 

 
 

 

若
松
区
第
２
２
区
自
治
会
（
若
松
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

牧
山
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

緑
ヶ
丘
第
２
幼
稚
園
（
八
幡
西
区
） 

 

日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
学
校
（
宗
像
市
） 

 

高
須
東
１
丁
目
町
内
会
（
若
松
区
） 

 
井
堀
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 
大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

星
ヶ
丘
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

武
冨
商
店
（
若
松
区
） 

本
城
イ
ー
ス
ト
子
ど
も
会
（
八
幡
西
区
） 

 

鞘
ヶ
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

三
井
ハ
イ
テ
ッ
ク 
青
雲
寮
（
八
幡
西
区
） 

 

マ
ン
シ
ョ
ン 

ミ
モ
ザ
（
若
松
区
） 

 

暁
の
鐘
学
園
（
若
松
区
） 

 

西
日
本
総
合
展
示
場 

清
掃
部
（
小
倉
北
区
） 

 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

 

本
城
東
自
治
区
会 

第
６
町
会
（
八
幡
西
区
） 

 

大
石
塗
装
株
式
会
社
（
八
幡
東
区
） 

 

浅
生
フ
ァ
イ
ン
通
り
組
合
（
戸
畑
区
） 

 

自
悠
茶
論 

皿
倉
（
八
幡
東
区
） 

 

本
城
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
西
区
） 

 

や
ま
び
こ
学
園
（
小
倉
南
区
） 

 

帝
電
設
株
式
会
社
（
八
幡
東
区
） 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
（
若
松
区
） 

 

竹
藤
開
発
工
業
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

●
活
動
全
団
体 

一
覧
（
１
２
月
６
日
現
在
） 

【
空
き
缶
基
金
団
体
】 

 

愛
グ
ル
ー
プ
（
６
社
）
（
小
倉
北
区
・
八
幡
西
区
） 

 

株
式
会
社
小
玉
商
店
（
若
松
区
） 

 

鶴
丸
海
運
株
式
会
社
（
若
松
区
・
小
倉
北
区
） 

 

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
（
福
岡
市
） 

 

三
井
鉱
山
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

大
東
興
業
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

エ
ス
カ
ル
戸
畑 

海
員
会
館 

 

キ
ョ
ク
レ
イ
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

北
九
州
グ
リ
ー
ン
清
掃
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

株
式
会
社
樫
本
商
店
（
若
松
区
） 

 

株
式
会
社
Ｕ
Ｅ
Ｘ
（
若
松
区
） 

 

株
式
会
社
花
岡
商
店
（
若
松
区
） 

 

有
限
会
社
カ
ワ
ハ
ラ
通
信
（
若
松
区
） 

 

平
和
商
事
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

有
限
会
社
興
和
鉄
工
所
（
若
松
区
） 

  

以
上
６
８
団
体 

 
 

（
参
加
順
） 


